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野櫻慎二

主幹教諭書類の仕分けと入力が大きな負担
生徒の探究を促す情報提供に期待

　毎年４月は、日々大量の郵送物の仕分けに追われます。最も気を
使うのは、指定校推薦に関する書類のデータ化。ミスは生徒の不利
益に直結するので、「かつ／または」の条件の違いなどに注意を払っ
て慎重に入力し、ダブルチェックをかけます。教員対象説明会の案内
も、いつ、どこに、誰が行くか、100件近くを手作業で一覧化します。

　全てデジタルデータでも構いません。特に指定校推薦に関する書
類と教員対象説明会の案内をデータで受け取ることができれば、郵
送物は半分以下となり、業務の大幅な削減につながります。進路指
導時に、紙のパンフレットや入試要項を生徒と一緒に開くことがあり

ますが、これも紙でなければ困るものではありません。

　探究学習の助けとなる情報提供を期待します。2022年度入学
生から新課程に移行するにあたり、探究学習の重要性が今以上に
増します。学習者の自主性をもとに学びを深めていくという探究学習
の性質上、生徒の好奇心に応えるには時に高度な専門性が必要に
なり、高校教員の知識ではカバーできないケースも出てきます。大学
レベルの学問情報を知りたいときに頼れる情報̶̶授業内容の一
部を抜粋した文章や動画、直接的なサポートを受けることが可能な
分野のリストなどがWｅｂ上に公開されているとありがたいですね。
　探究学習には、日頃の学習と進路を結びつけ、進学先選びを自分
ごと化する効果があります。大学進学後も目標を持ち続けて学ぶ学
生を増やすことにもつながるので、ぜひサポートをお願いしたいです。

大学から届く「紙」の情報を、
今はどのように管理していますか？

の  ざくら しん  じ

高校が大学に期待する情報提供のあり方
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今後、大学に提供を期待するのは
どのような情報ですか？Ｑ

　指定校推薦に関する情報は、自分たちで一覧表にまとめ直してい
ます。全書類を掲示するスペースがなく、また一覧表のほうが生徒の
利便性が高いためです。一方、オープンキャンパスや教員対象説明
会の案内は紙のまま扱っています。パンフレットや入試要項は大学
ごとに整理して、進路資料室で自由に閲覧できるようにしています。

　残念ながら本校では、教員間で情報共有ができるシステムや、生
徒が利用できる端末等の環境がまだ整っておらず、デジタル情報を
もらってもすぐには校務の効率化につながらないのが現状です。しか
し、ＧＩＧＡスクール構想などにより環境面の課題が解決すれば、オン

ラインを活用して大学との直接的なコミュニケーションが増えるであ
ろう点は魅力です。

　大学の専門的な学びの内容を、高校生にもある程度理解できる
ような形で紹介するコンテンツが増えるとうれしく思います。
　大学の学問は細分化、高度化が進んでいると感じており、高校ま
での教科学習との内容の差が広がることを懸念しています。大学か
ら提供された情報で、生徒が専門的な学びに継続的に触れることが
できれば、学ぶ意欲が喚起され、「主体的・対話的で、深い学び」の
実現に近づくと考えています。本校が１年次に実施している「探究ゼ
ミ」では連携先の大学の先生方に生徒を指導してもらっていますが、
これに加えて、オンラインでも直接／間接に大学の知見に触れる機
会が増えれば、学習効果がさらに高まるはずです。
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【図表1】高校に届く郵送物の仕分け方

【図表2】高校教員の指定校推薦入試業務での困りごと

＊高校教員アンケート（ベネッセハイスクールオンライン調べ。2020年12月15日～2020年12月25日実施。回答人数6930人）  
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特に負担を感じていることはない

大学への不明点等の問い合わせ

あまり関わっていないため、わからない

指定校情報の教員間での共有・収集

各大学からの関連郵送物の受け取りと管理

指定校情報を一元化するためのフォーマットへの転記
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▶設立：1929年　
▶種別：全日制／普通科、工業技術科／共学　
▶生徒数：１学年約420人　
▶卒業生の進路状況（2019年度）　
大学・短大…60％、専門学校…25％、就職…13％、その他…2％

▶設立：1973年　
▶種別：全日制／普通科／共学　
▶生徒数：１学年約240人　
▶卒業生の進路状況（2019年度）　
大学・短大…27％、専門学校…42％、就職…20％、その他…11％
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